
,(=} 

の
市
町
村
制
理
由
書
と
相
い
通
ず
る
方
針
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

海
南
政
典
•
海
南
律
例
の
研
究
（
三
）

海
南
政
典
は
、
町
村
自
治
制
に
つ
い
て
如
何
な
る
構
想
を
有
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
構
想
は
、
主
と
し
て
海
南
政
典
第
六
篇
戸
籍
に

よ
り
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
六
篇
戸
籍
に
は
、
町
村
自
治
制
に
関
す
る
規
定
、
戸
籍
に
関
す
る
規
定
、
兵
制
に
関
す
る
規
定
が
、

こ
の
よ
う
に
、
戸
籍
と
い
う
名
目
の
も
と
に
町
村
自
治
制
に
関
す
る
規
定
を
取
扱
う
と
い
う
形
式
に
は
、
後
の
明
治
四
年
四
月
四
日
布

告
戸
籍
法
に
相
い
通
ず
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
町
村
自
治
制
に
関
す
る
規
定
が
、
兵
制
ー
—
と
く
に
民
兵
制
と
深
い
関
連
に
お

か
れ
て
い
る
七
ぃ
う
形
式
に
は
、
国
民
の
自
治
に
尽
す
義
務
を
『
丁
壮
の
兵
役
に
服
す
る
と
原
則
を
同
く
す
る
も
の
』
と
み
な
し
た
後
年

海
南
政
典
第
六
篇
戸
籍
に
は
、
町
村
自
治
制
に
関
す
る
規
定
を
、
市
局
・
郡
局
の
保
甲
・
条
約
の
も
と
に
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
て
い
る
が
、

右
の
保
甲
、
命
芹
は
条
約
な
る
名
称
そ
の
も
の
が
、
明
・
清
の
村
落
自
治
制
に
関
す
る
条
文
を
参
考
と
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

海
南
政
典
•
海
南
律
例
の
研
究

集
録
さ
れ
て
い
る
。

石

尾

芳

久

195 



海
南
政
典
•
海
南
律
例
の
研
究

市
局
の
保
甲
第
一
条
に
は
『
凡
府
西
府
東
二
十
有
六
妨
府
西
則
日
本
町
日
水
通
町
日
通
町
日
南
奉
公
人
町
日
北
奉
公
人
町
日
築
屋
敷
町

府
東
則
日
種
崎
町
曰
浦
戸
町
日
新
町
日
蓮
池
町
曰
新
市
町
日
紺
屋
町
日
廿
代
町
日
山
田
町
日
菜
園
場
町
日
農
人
町
日
細
工
町
日
唐
人
町
日

堺
町
日
材
木
町
日
掛
川
町
日
京
町
日
要
法
寺
町
日
朝
倉
町
日
弘
岡
町
曰
松
端
町
係
町
奉
行
所
管
毎
妨
按
街
衛
之
横
直
長
短
単
面
者
排
編
合

面
者
対
編
自
第
一
家
主
五
家
為
一
甲
別
択
一
家
為
甲
長
統
之
自
第
一
甲
至
五
甲
三
十
家
為
一
保
別
択
一
家
為
保
正
統
之
如
甲
不
及
一
保
謂

之
奇
零
甲
附
統
於
便
近
之
保
正
三
甲
以
上
則
併
便
近
之
保
平
分
以
為
両
保
人
家
不
及
一
甲
謂
之
奇
零
戸
附
統
於
便
近
之
甲
長
三
戸
以
上
則

併
便
近
之
甲
平
分
以
為
両
甲
而
坊
正
九
員
坊
老
十
四
員
督
保
甲
聯
絡
之
政
』
と
あ
り
、
市
局
の
条
約
第
一
条
に
は
『
凡
保
甲
聯
絡
之
政
善

則
相
共
罪
則
相
及
各
最
汝
業
逓
相
董
率
以
遵
条
約
主
仁
僕
忠
父
慈
子
孝
兄
愛
弟
敬
夫
和
妻
従
小
心
以
奉
官
法
勤
謹
以
弁
国
課
勿
長
奢
俊
破

父
祖
遺
業
勿
使
酒
念
争
害
身
勿
籟
盗
以
陥
罪
勿
博
突
以
賭
物
男
女
勿
相
姦
富
者
勿
不
憔
貧
者
如
犯
此
所
約
或
有
争
訟
甲
長
与
老
成
更
事
人

会
同
訓
諭
如
不
悛
則
申
保
正
保
正
与
隣
保
正
A
盃
同
訓
論
如
猶
不
悛
則
申
坊
正
坊
正
与
坊
老
会
同
訓
諭
訟
則
勘
査
是
非
循
理
裁
決
務
使
両
造

允
服
猶
迷
頑
不
悛
且
服
則
申
町
奉
行
承
議
要
民
興
礼
譲
俗
帰
純
厚
或
甲
内
有
不
善
人
惣
然
不
省
則
佗
日
受
夫
訓
論
之
責
以
不
知
会
為
辞
不

汝
宥
也
亡
論
坊
正
坊
老
雖
甲
長
保
正
其
格
勤
視
事
能
理
争
訟
者
皆
有
特
賞
之
典
他
所
応
遵
守
之
令
計
開
於
下
』
と
あ
る
。

し
か
し
て
、
郡
局
の
保
甲
第
一
条
に
は
『
凡
一
郷
之
中
因
民
戸
所
住
随
便
編
之
自
第
一
家
至
五
家
為
一
甲
別
択
一
家
為
甲
長
統
之
自
第

一
甲
至
五
甲
三
十
家
為
一
保
別
択
一
家
為
保
正
統
之
如
甲
不
及
一
保
謂
之
奇
零
甲
附
統
於
便
近
之
保
正
三
甲
以
上
則
併
便
近
之
保
平
分
以

為
両
保
人
家
不
及
一
甲
謂
之
奇
零
戸
附
統
於
便
近
之
甲
長
三
戸
以
上
則
併
便
近
之
甲
平
分
以
為
両
甲
而
里
正
里
老
督
保
甲
聯
絡
之
政
』
と

あ
り
、
条
約
第
一
条
に
は
『
凡
保
甲
聯
絡
之
政
善
則
相
共
罪
則
相
及
各
最
汝
業
逓
相
董
率
以
遵
条
約
主
仁
僕
忠
父
慈
子
孝
兄
愛
弟
敬
夫
和

妻
従
小
心
以
奉
官
法
勤
謹
以
弁
国
課
務
農
桑
以
速
公
税
治
溝
清
以
厳
私
役
勿
長
奢
俊
破
父
祖
遺
業
勿
使
酒
念
争
害
身
勿
籟
盗
以
陥
罪
勿
博

突
以
賭
物
男
女
勿
相
姦
富
者
勿
不
憔
貧
者
如
犯
此
所
約
或
有
争
訟
甲
長
与
老
成
更
事
人
会
同
訓
如
不
悛
則
申
保
正
与
隣
保
正
会
同
訓
諭
如

笛
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筈

里
老
人
の
裁
判
権
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

猶
不
悛
則
申
里
正
与
里
老
会
同
訓
論
訟
則
勘
査
是
非
循
理
裁
決
務
使
両
造
允
服
猶
冥
頑
不
悛
且
服
則
申
郡
奉
行
承
議
要
民
興
礼
譲
俗
帰
純

厚
或
甲
内
有
不
善
人
惣
然
不
省
則
佗
日
受
失
訓
論
之
責
以
不
知
会
為
辞
不
汝
宥
也
亡
論
里
正
里
老
雖
甲
長
保
正
其
格
勤
視
事
能
理
争
訟
者

皆
有
特
賞
之
典
他
所
応
遵
守
之
令
計
開
於
下
』
と
あ
る
。

保
甲
の
条
文
が
保
甲
法
を
参
考
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
明
白
で
あ
る
が
、
就
中
、
わ
れ
わ
れ
の
興
味
を
喚
起
す
る
の
は
、
郡
局
の

条
約
の
条
文
中
に
里
老
な
る
名
称
が
あ
り
、
こ
の
里
老
に
争
訟
裁
決
の
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

い
う
ま

で
も
な
く
、
わ
が
国
近
世
に
お
け
る
町
役
人
・
村
役
人
の
有
し
た
と
こ
ろ
の
訴
訟
の
勧
解
を
な
す
権
限
を
も
と
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
里
老
な
る
名
称
を
用
い
て
そ
れ
に
争
訟
裁
決
の
権
限
を
認
め
た
条
文
に
は
、
明
ら
か
に
明
代
の
里
老
人
の
制
度
を
参
考
と
し
こ

れ
を
継
受
し
た
こ
と
を
指
摘
し
得
る
の
で
あ
る
。
浅
井
虎
夫
氏
は
、
明
代
村
落
自
治
制
に
つ
い
て
「
支
那
に
於
て
自
治
制
の
最
発
達
せ
し

時
代
を
明
代
と
な
す
是
よ
り
先
唐
宋
に
於
け
る
自
治
制
は
略
前
章
に
於
て
之
を
述
べ
た
り
更
に
遡
り
て
唐
虞
三
代
の
制
得
て
知
る
べ
か
ら

ず
と
雖
周
代
に
於
け
る
自
治
制
は
又
周
礼
載
す
る
所
に
よ
り
て
之
を
知
る
べ
し
漢
以
後
唐
に
至
る
迄
其
制
な
き
に
あ
ら
ず
と
雖
未
完
全
に

施
行
す
る
に
至
ら
ず
唐
或
は
廃
し
て
行
は
ず
宋
之
を
行
て
未
普
か
ら
ず
明
に
至
て
は
制
最
整
ひ
自
治
制
の
備
は
る
此
時
を
以
て
最
と
す
べ

し
」
と
い
う
洞
察
に
富
む
指
示
を
与
え
ら
れ
て
い
る
が
（
「
支
那
法
制
史
」
―
―
-
＝
二
頁
）
、
海
南
政
典
が
前
近
代
の
中
国
に
お
い
て
最
も
発

達
し
た
自
治
制
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
明
代
の
自
治
制
に
注
目
し
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
中
国
の
自
治
制
の
歴
史
に
お
い
て
は
異
質
的
体
制

で
あ
る
と
こ
ろ
の
・
元
代
社
長
制
を
模
し
た
里
老
人
の
制
に
注
目
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
町
村
自
治
制
に
関
す
る
海
南
政
典
の
深
い
考
慮

里
老
人
に
は
民
事
お
よ
び
軽
い
刑
事
事
件
の
裁
判
権
を
委
譲
し
た
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
（
和
田
清
編
「
支
那
地
方
自
治
発
達
史
」

―――-＿頁）、
海
南
政
典
•
海
南
律
例
の
研
究

教
民
榜
文
四
十
一
条
（
前
掲
書
所
載
）
に
、

つ
ぎ
の
如
く
規
定
す
る
と
こ
ろ
が
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（
第
三
条
）

殺
人

褻
漬
神
明

師
巫
邪
術

六
畜
践
食
禾
稼
等
均
分
水
利

戸

婚

田

土

闊

殴

争

占

失

火

窺

盗

罵

詈

銭

債

賭

博

私
宰
耕
牛

先
将
告
人
杖
断
六
十
、
俯
発
回
里
甲
老
人
理
断
。

欽
此
。
本
部
今
将
聖
旨
事
意
、
備
云
刊
印
昭
布
天
下
。
仰
欽
遵
施
行
。

あ
る
。

海
南
政
典
•
海
南
律
例
の
研
究

（
序
文
）
戸
部
為
教
民
事
。
洪
武
三
十
一
年
三
月
十
九
日
、
本
部
尚
書
郁
新
等
同
文
武
百
官
於
奉
天
門
、
早
朝
欽
奉
聖
旨
。
…
…
今
出
令

昭
示
天
下
。
民
閻
戸
婚
、
田
土
、
闊
殴
、
相
争
一
切
小
事
、
須
要
経
由
本
里
老
人
里
甲
断
決
。
若
係
姦
盗
、
詐
偽
、
人
命
重
事
、
方
許
赴

官
陳
告
。
是
令
出
後
、
官
吏
敢
有
楽
乱
者
、
処
以
極
刑
。
民
人
敢
有
棄
乱
者
、
家
遷
化
外
。
前
已
条
例
昭
示
。
爾
戸
部
再
行
申
明
。
…
…

（
第
一
条
）
一
、
民
間
戸
婚
田
土
闘
殴
相
争
一
切
小
事
、
不
許
靴
便
告
官
。
務
要
経
由
本
管
里
甲
老
人
理
断
。
若
不
経
由
者
、
不
問
虚
実
、

（
第
二
条
）

一
、
老
人
里
甲
与
郷
里
人
民
、
住
居
相
接
、
田
土
相
隣
、
平
日
是
非
善
悪
、
無
不
周
知
。
凡
因
有
陳
訴
者
、
即
須
会
議
、
従

公
剖
断
。
許
用
竹
箆
荊
条
、
量
情
決
打
。
若
不
能
決
断
、
致
令
百
姓
赴
官
棄
煩
者
、
其
里
甲
老
人
、
亦
各
杖
断
六
十
。
年
七
十
已
上
者
不

打
。
依
律
罰
贖
、
初
着
落
果
断
。
若
里
甲
老
人
循
情
作
弊
、
顛
倒
是
非
者
、
依
出
入
人
罪
論
。
老
人
里
甲
合
理
詞
訟
゜

卑
幼
私
撞
用
材

子
孫
違
犯
教
令

撞
食
田
園
瓜
果
等

棄
毀
器
物
稼
稽
等

一
、
凡
老
人
里
甲
剖
決
民
訟
、
許
於
各
里
申
明
亭
議
決
。
其
老
人
須
令
本
里
衆
人
推
挙
、
平
日
公
直
、
人
所
敬
服
者
、
或
三

名
五
名
十
名
、
報
名
在
官
、
令
其
剖
決
。
若
事
干
別
里
、
須
会
該
里
老
人
里
甲
公
同
剖
決
。
其
坐
次
先
老
人
、
次
里
長
、
次
甲
首
、
論
歯

序
坐
。
如
里
長
年
長
於
老
人
者
、
坐
於
老
人
之
上
。
如
此
剖
判
民
訟
。
抑
長
幼
有
序
、
老
者
自
然
尊
貴
。

匡

四

畜
産
咬
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（
第
十
二
条
）

笛

一
概
受
理
、
因
而
貪
賊
作
弊
者
、

吏
、
生
事
羅
織
、
以
図
賄
賂
者
、
倶
治
以
罪
。

（
第
七
条
）

一
、
老
人
有
犯
罪
責
、
許
衆
老
人
里
甲
公
同
会
議
、
審
察
所
犯
真
実
。
軽
者
、
就
便
剖
決
。
再
不
許
与
衆
老
人
同
列
理
訟
゜

若
有
所
犯
重
者
、
亦
須
会
審
明
白
、
具
由
送
所
在
有
司
、
解
送
京
来
。
不
許
有
司
撞
自
拳
問
。
若
有
司
檀
自
拳
問
者
、
許
老
人
具
由
来
奏
。

罪
及
有
司
。

（
第
十
一
条
）

五

一
、
老
人
中
有
等
不
行
正
事
、
椅
法
為
姦
、
不
條
衆
人
公
論
、
攪
擾
猿
事
者
、
許
衆
老
人
拳
赴
京
来
。

一
、
姦
盗
詐
偽
人
命
重
事
、
前
例
以
令
有
司
決
断
。
今
後
民
間
、
除
犯
十
悪
強
盗
及
殺
人
、
老
人
不
理
外
、
其
有
犯
姦
盗

詐
偽
人
命
、
非
十
悪
、
非
強
盗
殺
人
者
、
本
郷
本
里
内
自
能
含
忍
省
事
、
不
願
告
官
、
繋
累
受
苦
、
被
告
伏
罪
、
亦
免
致
身
遭
刑
禍
、
止

於
老
人
処
決
断
者
、
聴
。
其
所
以
老
人
不
許
推
調
不
理
。
若
里
老
人
剖
断
発
落
、
其
可
頑
之
徒
、
事
不
干
已
、
生
事
訴
告
攪
擾
、
有
司
官

一
、
民
間
詞
訟
、
已
経
老
人
里
甲
処
置
停
当
、
其
頑
民
不
服
、
展
転
告
官
、
捏
詞
謡
陥
者
、
正
身
処
以
極
刑
、
家
遷
化
外
。

其
官
吏
人
等
、
不
察
所
以
、

一
体
罪
之
。

里
老
人
の
取
扱
い
得
る
詞
訟
の
種
類
は
、
民
事
事
件
と
刑
事
事
件
の
一
部
で
あ
る
（
第
二
条
）
。
第
十
一
条
に
よ
り
、
十
悪
強
盗
殺
人
を

除
く
の
ほ
か
は
、
里
民
が
示
談
を
希
望
す
る
場
合
に
里
老
人
の
処
断
が
許
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
里
老
人
は
申
明
亭
に
お
い
て

こ
れ
ら
の
裁
判
を
行
い
、
判
決
を
下
し
（
第
三
条
）
、
律
に
も
と
づ
い
て
笞
刑
・
杖
刑
の
執
行
を
そ
の
代
理
人
に
命
ず
る
こ
と
が
で
き
た

（
第
二
条
）
。
し
か
し
て
、
里
老
人
の
存
在
を
無
視
し
て
こ
れ
ら
の
事
件
を
直
ち
に
州
県
に
告
訴
す
る
こ
と
は
、
虚
実
の
如
何
を
問
わ
ず
、

越
訴
と
断
じ
ら
れ
、
杖
六
十
の
刑
に
処
せ
ら
れ
（
第
一
条
）
、
他
方
、
地
方
官
が
右
条
文
を
無
視
し
て
客
隊
し
た
場
合
に
は
、
極
刑
に
処
せ

ら
れ
た
（
序
文
）
。
ま
た
、
第
十
一
条
に
よ
り
、
里
老
人
の
判
決
に
服
し
な
い
で
、
展
転
し
て
官
に
告
訴
し
た
も
の
は
、
極
刑
に
処
せ
ら
れ

海
南
政
典
•
海
南
律
例
の
研
究

（
第
八
条
）
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吟
味
、
理
非
明
白
に
於
て
は
、
則
可
捌
之
、
』
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究

た
こ
と
を
認
め
得
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
に
、
里
老
人
に
委
譲
さ
れ
た
裁
判
権
の
強
大
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
第
一
条
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
里
老
人
は
、
名
望
家
か
ら
選
ば
れ
る
の
で
は
な
く
、
高
年
有
徳
に
し
て
衆

の
推
服
す
る
人
の
う
ち
よ
り
選
ば
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
事
実
は
、
里
老
人
の
地
位
の
不
安
定
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
里
老
人
の
裁

判
に
際
し
て
は
、
里
老
人
の
補
佐
と
し
て
、
衆
老
人
、
里
長
、
甲
首
が
参
加
す
る
が
、
第
八
条
に
よ
れ
ば
、
里
老
人
に
『
椅
法
為
姦
、

僑
衆
人
公
論
』
な
る
行
為
が
あ
っ
た
場
合
に
、
衆
老
人
は
里
老
人
を
挙
捕
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
衆
老
人
は
里

老
人
の
裁
判
に
関
す
る
監
察
の
権
を
有
し
て
い
た
、

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
里
老
人
に
は
強
大
な
裁
判
権
が
与
え

ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
地
位
は
極
め
て
不
安
定
で
あ
っ
て
、
里
老
人
の
制
が
僅
か
半
世
紀
に
も
足
ら
ざ
る
間
に
廃
弛
し
た
（
和
田
清
編
「
支

那
地
方
自
治
発
達
史
」
―
―
七
頁
）
と
い
う
の
も
、

か
か
る
点
に
そ
の
原
因
が
存
し
た
、

海
南
政
典
が
明
代
里
老
人
の
制
を
参
考
と
し
た
前
提
に
は
、

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

不

い
う
ま
で
も
な
く
、
土
佐
藩
制
に
お
い
て
、
町
・
郷
・
浦
を
通
じ
て
庄
屋

が
徴
税
の
任
務
を
負
い
、
庶
民
の
訴
訟
を
裁
定
す
る
権
限
を
有
し
て
お
り
、
軽
罪
は
ほ
と
ん
ど
庄
屋
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
と
い
う
事
実

（
平
尾
道
雄
著
「
土
佐
藩
」
二
三
頁
以
下
）
を
、
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
元
禄
大
定
目
に
、
市
町
定
の

『
一
、
町
人
公
事
訴
等
之
儀
、
先
其
町
之
庄
屋
年
寄
迄
相
断
、
会
合
之
節
、
各
道
理
を
考
、
難
得
已
儀
は
、

制
の
慣
行
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
よ
う
に
、
事
実
上
は
、
町
・
郷
・
浦
の
庄
屋
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、

町
奉
行
へ
逹
之
、
裁
許
日
遂

と
い
う
規
定
も
存
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
海
南
政
典
は
、
右
の
争
訟
裁
決
の
権
限

を
、
単
な
る
訴
訟
の
勧
解
、
あ
る
い
は
内
済
に
終
ら
し
め
る
こ
と
な
く
、
下
級
裁
判
権
と
し
て
委
任
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に

里
老
人
の
制
を
参
考
と
し
た
所
以
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
注
意
す
べ
き
は
、
海
南
政
典
の
坊
老
・
里
老
は
、
右
述
し
た
土
佐
藩

し
た
が
っ
て
、
明
の
里
老
人

の
如
く
高
年
有
徳
に
し
て
衆
の
推
服
す
る
人
で
は
な
く
し
て
、
本
来
、
名
望
家
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
こ
に
明
代
里
老
人
と
海

倖）

＇ /‘ 
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毎

南
政
典
坊
老
里
老
と
の
根
本
的
な
相
違
が
あ
る
。
海
南
政
典
第
六
篇
戸
籍
の
雑
則
に
は
『
凡
里
老
郡
局
督
之
不
使
里
正
督
之
』
と
い
う
条

文
が
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
里
老
に
対
す
る
監
督
の
権
は
郡
局
に
あ
り
、
里
正
を
し
て
こ
れ
を
監
督
せ
し
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
明
代

里
老
人
の
制
で
衆
老
が
里
老
に
対
す
る
監
察
の
権
を
有
し
た
こ
と
と
頗
る
異
な
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
明
代
里
老
人
の
如
く
、

衆
人
公
論
』
な
る
行
為
を
非
難
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
、
下
か
ら
の
圧
力
に
屈
す
る
こ
と
も
、
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
海
南
政
典
の

坊
老
。
里
老
は
、
官
に
よ
る
考
課
以
外
に
は
、
そ
の
地
位
を
堅
持
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
海
南
政
典
が
明
代
里
老

人
の
制
を
参
考
と
し
継
受
し
た
と
い
う
の
は
、
裁
判
体
制
で
は
な
く
し
て
裁
判
権
を
参
考
と
し
継
受
し
た
と
い
う
こ
と
に
帰
す
る
の
で
あ

り
、
町
村
の
庄
屋
に
よ
る
伝
統
的
な
名
望
家
行
政
に
里
老
人
の
裁
判
権
を
組
み
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
に
、
海
南
政
典
の
構
想
の
独
自
性
が
存

す
る
の
で
あ
る
。

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
西
洋
の
地
方
自
治
制
と
東
洋
の
そ
れ
と
を
比
較
し
て
、

「
西
洋
に
お
け
る
都
市
『
ゲ
マ
イ
ン
デ
』
の
団

体
的
性
格
と
『
市
民
』
の
身
分
的
資
格
、
東
洋
に
お
け
る
こ
の
両
概
念
の
欠
如
」
と
要
約
す
る
が
、
都
市
ゲ
マ
イ
ン
デ
た
り
う
る
た
め
の

ペ
フ
エ
ス
テ
イ
グ
ン
グ

標
識
と
し
て
「
①
防
禦
施
設
を
も
つ
こ
と
、
⑨
市
場
を
も
つ
こ
と
、
⑧
自
分
自
身
の
裁
判
所
を
も
ち
、
か
つ
ー
~
少
な
く
と
も
部
分
的
に

フ

エ

ア

パ

ン

ト

ア

ウ

ト

9
.
d
1

は
ー
|
自
分
自
身
の
法
を
も
つ
こ
と
、
⑭
団
体
の
性
格
を
も
つ
こ
と
、
ま
た
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
⑮
少
な
く
と
も
部
分
的
な
自
律
性

ア
ウ
ト
ケ
フ
ァ

9

と
自
首
性
と
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
市
民
自
身
が
何
ら
か
の
仕
方
で
そ
の
任
命
に
参
与
す
る
ご
と
き
官
庁
に
よ
る
行
政
を
も

も
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
諸
標
識
が
あ
て
は
ま
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
権
利
は
、
過
去
の
時
代
に
お
い
て

シ
ュ
テ
ン
デ
ィ
ッ
シ
エ
・
ブ
リ
ヴ
ィ
レ
ー
ギ
ェ
・
/

一
般
に
、
身
分
制
的
特
権
と
い
う
形
を
と
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
権
利
の
担
い
手
と
し
て
の
特
別

の
市
民
身
分
な
る
も
の
が
、
政
治
的
意
味
に
お
け
る
都
市
の
特
徴
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
」

ま、＇ 
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と
の
べ
、

七

市
に
ほ
と
ん
ど
存
し
な
い
か
、
あ
る
い
は
萌
芽
的
に
存
す
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
（
世
良
晃
志
郎
訳
「
都
市
の
類
型
学
」
四
一
頁
以

か
か
る
諸
標
識
が
東
洋
の
都

『
不
條
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下
）
。
た
だ
し
、

す
な
わ
ち
、

し
て
所
属
し
、

は
、
ラ
イ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
的
に
治
安
保
証
の
義
務
を
課
さ
れ
、
人
身
の
安
全
や
そ
の
他
の
警
察
的
諸
目
的
の
保
障
に
つ
い
て
、
集
団
的
に
責

任
を
負
わ
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
理
由
か
ら
し
て
、
都
市
住
民
が
統
合
さ
れ
て
、
選
挙
さ
れ
た
役
人
や
あ
る
い
は
世
襲
的

な
長
老
を
伴
う
ゲ
マ
イ
ン
デ
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
こ
と
も
あ
る
」
例
え
ば
日
本
に
お
い
て
そ
う
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
自
治
行
政
権
を

も
つ
市
街
区
ゲ
マ
イ
ン
デ
〔
町
〕
の
上
に
、
最
高
の
機
関
と
し
て
‘
―
つ
あ
る
い
は
数
ケ
の
民
治
行
政
機
関
（
町
奉
行
）
が
あ
っ
た
。
し

、
、
、

か
し
な
が
ら
、
古
典
古
代
や
〔
西
洋
〕
中
世
の
意
味
で
の
都
市
市
民
権
な
る
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
し
、
ま
た
都
市
自
体
の
コ
ル
ボ
ラ

ツ
ィ
オ
ー
ン
的
性
格
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
」
と
（
前
掲
書
四
三
頁
以
下
）
。

し
か
し
て
、

東
洋
の
都
市
、

イ
ギ
リ
ス
の
諸
都
市
が
あ
り
、
そ
こ
に
イ
ギ
リ
ス
の
諸
都
市
の
特
殊
性
が
あ
る
、

む
し
ろ
、

イ
ギ
リ
ス
諸
都
市
の
特
殊
性
は
、

と
く
に
日
本
の
都
市
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
指
示
し
て
い
る
点
は
、
注
目
に
価
す
る
で
あ
ろ
う
。

シ
ユ
ク
ッ
ト
フ
イ
ア
テ
ル
シ
ユ
ト
ラ
ー
セ
ン
ペ
ッ
ィ
ル
ク

オ
ー

7

リ
ッ
と
カ
ノ
＇
ト
リ
ッ
ヘ
•
ポ
リ
ッ
ア
イ

「
最
後
に
、
彼
ら
は
、
官
憲
的
な
警
察
が
都
市
を
区
劃
し
た
行
政
1

市

区

や

市

街

区

ー

に

そ

の

成

員

と

こ
れ
ら
の
行
政
区
の
内
部
で
一
定
の
義
務
や
、
時
と
し
て
は
一
定
の
権
能
を
も
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
都
市
や
市
街
区

か
か
る
ラ
イ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
的
強
制
団
体
か
ら
都
市
自
治
制
へ
の
発
展
過
程
を
た
ど
っ
た
も
の
と
し
て
、
西
洋
に
お
い
て
は

と
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
指
摘
す
る
。

ウ
ェ
ー
バ
ー
に
よ
れ
ば

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
都
市
は
国
王
に
よ
っ
て
ラ
イ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
的
諸
義
務
を
課
せ
ら
れ
た
強
制
団
体
で
あ
っ
て
、
都
市
君
主
に
対
す
る

闘
争
で
市
民
軍
が
作
ら
れ
た
と
か
、
任
命
さ
れ
た
国
王
裁
判
官
に
代
え
て
選
挙
さ
れ
た
官
吏
の
独
立
の
裁
判
権
が
力
ず
く
で
設
定
さ
れ
た

と
か
、
独
立
の
法
典
編
纂
が
行
わ
れ
た
と
か
い
う
こ
と
は
、
全
く
な
い
（
前
掲
書
一
六
四
頁
）
。

を
向
け
た
ケ
ル
ペ
ル
シ
ャ
フ
ト
に
な
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、

国
王
の
授
権
に
よ
り
裁
判
上
の
諸
特
権
が
認
め
ら
れ
、
市
民
た
ち
の
特
別
の
裁
判
所
が
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
、
本
質
的
に
経
済
に
関
心

「
経
済
的
・
政
治
的
関
心
は
、
個
々
の
閉
鎖
的
な
都
市
ゲ
マ
イ
ン

デ
の
利
害
関
係
に
は
向
け
ら
れ
な
い
で
、
完
全
に
中
央
行
政
に
集
中
さ
れ
、
こ
の
中
央
行
政
か
ら
し
て
、
経
済
的
な
利
得
チ
ャ
ン
ス
・
社

笛

J¥. 
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な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

匡

会
的
な
諸
利
益
・
独
占
の
保
証
・
自
分
の
特
権
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
の
救
済
、
を
期
待
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
国
王
は
、

財
政
上
も
行
政
遂
行
の
上
で
も
、
完
全
に
も
ろ
も
ろ
の
特
権
層
に
依
存
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
特
権
層
を
お
そ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
特
権
層
の
政
治
的
手
段
が
、
こ
れ
ま
た
同
様
に
、
中
央
に
お
け
る
議
会
支
配
を
志
向
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
」

市
民
身
分
が
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
に
、
存
す
る
の
で
あ
る
（
前
掲
書
一
六
九
頁
以
下
）
。

が
裁
判
上
の
諸
特
権
・
経
済
上
の
諸
特
権
を
掌
握
す
る
体
制
が
、
ラ
イ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
的
強
制
団
体
を
自
律
的
団
体
に
転
化
せ
し
め
る
契
機

と
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
換
言
す
る
な
ら
、
右
の
体
制
に
は
、
他
働
的
自
治
へ
の
傾
向
に
対

海
南
政
典
が
町
村
の
庄
屋
の
自
治
的
行
政
に
明
代
里
老
人
の
裁
判
権
に
比
当
し
得
る
よ
う
な
下
級
裁
判
権
を
組
み
合
わ
せ
た
こ
と
に
は
、

ラ
イ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
的
強
制
団
体
た
る
町
村
を
自
治
的
団
体
へ
と
発
展
せ
し
め
よ
う
と
す
る
構
想
が
、
萌
芽
的
に
せ
よ
、
あ
ら
わ
れ
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
極
め
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
、

し
か
し
、

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
幕
藩
体
制
下
に
お
い
て
は
、

九

要
す
る
に
、
右
の
叙
述
を
通
し
て
、
名
望
家
層

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ご
と
き
、
国
王
の
行
政
を
封
建
的
行
政
と
し
て
限
定

し
そ
れ
の
官
僚
制
的
行
政
へ
の
転
化
を
抑
止
し
得
る
よ
う
な
、
諸
都
市
の
経
済
上
の
諸
特
権
1

経
済
に
関
心
を
向
け
た
ケ
ル
ペ
ル
シ
ャ

フ
ト
の
体
制
の
発
達
が
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
自
治
制
に
対
す
る
官
治
的
方
針
へ
の
対
抗
を
弱
め
た
こ
と
を
み
の
が
し
て
は

海
南
政
典
は
、
右
述
し
た
よ
う
に
、
名
望
家
層
の
掌
握
す
る
裁
判
権
を
重
視
し
、
坊
老
・
坊
正
・
里
老
・
里
正
。
保
正
。
甲
長
の
争
訟

裁
定
の
能
力
を
重
視
し
た
。
そ
れ
は
条
約
第
一
条
の
条
文
中
に
『
其
格
勤
視
事
能
理
事
争
訟
者
皆
有
特
賞
之
典
』
と
あ
る
に
よ
っ
て
知
ら

海
南
政
典
•
海
南
律
例
の
研
究

抗
し
得
る
契
機
が
内
在
す
る
と
も
い
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
国
民
的
な
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右
条
文
に
よ
り
、
海
南
政
典
が
、
委
任
し
た
事
務
の
な
か
で
も
争
訟
の
裁
定
に
深
い
関
心
を
注
い
で
い
る
こ
と
を
把
握
し
得
る
で
あ
ろ

し
か
し
、
他
方
、
本
論
文
の
は
じ
め
に
ふ
れ
た
よ
う
な
海
南
政
典
第
六
篇
戸
籍
の
形
式
に
う
か
が
わ
れ
る
官
治
的
性
格
は
、
右
述
し
た

よ
う
な
名
望
家
行
政
的
傾
向
を
厳
し
く
限
定
す
る
体
系
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
戸
籍
雑
則
の
第
一
条
に
は
『
凡
郡
行
督

里
正
其
称
職
者
捗
之
不
称
職
者
謡
之
錦
捗
並
査
大
小
遷
之
其
法
造
状
申
稟
仕
置
府
許
朝
謁
者
則
申
稟
奉
行
府
而
後
皆
於
本
局
宜
命
捗
者
抜

麻
上
下
拝
命
謡
者
否
四
紐
顎
醗
紐
窪
紐
』
と
あ
り
、
第
二
条
に
は
『
凡
聴
里
正
里
老
因
疾
譲
職
屈
蝕
辟
鱈
一
之
』
と
あ
り
、
第
一
ー
一
条
に
は
『
凡
里

老
郡
局
督
之
不
使
里
正
督
之
然
勿
許
侃
刀
勿
許
世
襲
』
と
あ
る
。
右
の
三
の
条
文
の
相
互
の
関
連
に
つ
い
て
充
分
な
整
理
が
行
わ
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
存
す
る
が
、
里
老
。
里
正
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
そ
の
世
襲
を
許
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
、
里

正
の
勤
務
に
対
し
郡
奉
行
が
称
職
不
称
職
と
い
う
一
般
吏
員
に
対
す
る
と
同
一
の
考
課
法
を
以
て
評
定
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
明
白
で
あ

゜
4
ノ

甲
長
若
保
正
見
今
所
訓
論
或
経
訓
論
止
訟
等
皆
注

海
南
政
典
•
海
南
律
例
の
研
究

れ
る
。
ま
た
、
坊
正
・
里
正
に
委
任
さ
れ
た
事
務
が
、
月
朔
申
状
式
に
箇
条
書
で
類
型
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
第
一
条
•
第
一
―

条
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

（
第
一
条
）

（
第
二
条
）

一
争
訟
若
干
条

某
保
某
甲
籍
某
人

経
坊
正
裁
決
止
訟
或
裁
決
未
終
或
既
申
本
局
等
皆
注

一
争
訟
若
干
条

某
保
某
甲
籍
某
人

笛

1
0
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『
土
居
幸
兵
衛

笛 天
明
五
・
八
・
十
六

兼
務
庄
屋
と
い
う
言
葉
に
も
、
郷
士
と
庄
屋
の
深
い
つ
な
が
り
を

断
絶
郷
士

一
般
民
衆
の
政
治
参
加
を
認
め
て
い
な
い
と
い

る
。
町
村
の
庄
屋
層
の
裁
判
権
の
拡
大
を
認
め
る
反
面
、
庄
屋
層
に
対
す
る
官
僚
制
的
規
制
を
一
層
厳
格
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、

下
級
裁
判
権
の
委
任
を
通
し
て
認
め
ら
れ
る
名
望
家
行
政
的
傾
向
も
、
藩
体
制
そ
の
も
の
の
官
僚
制
化
へ
の
強
力
な
促
進
に
直
面
し
て
は
、

究
極
的
に
官
治
的
体
系
の
内
部
に
巧
み
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
維
新
後
の
地
方
自
治
制
に
お
い
て
、

裁
判
を
権
限
外
と
し
た
六
課
編
成
の
府
県
の
組
織
—
ー
土9
な
わ
ち
機
構
と
議
会
と
対
抗
的
設
定
が
、
名
望
家
的
行
政
を
解
体
し
、
官
治
的

性
格
を
確
乎
不
動
の
も
の
と
し
て
築
き
あ
げ
た
の
に
比
し
て
、
海
南
政
典
の
構
想
に
は
、

う
前
近
代
性
を
と
ど
め
て
い
る
け
れ
ど
も
、
藩
体
制
ー
~
藩
の
統
治
機
構
と
町
・
郷
・
浦
の
名
望
家
行
政
と
の
有
機
的
関
連
に
配
慮
す
る

と
い
う
柔
軟
な
思
索
の
跡
が
、
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
も
注
目
に
価
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
注
意
深
き
検
討
が
な
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
て
、
そ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
は
土
佐
藩
に
お
け
る
郷
士
層
が
有
し
た
実
際
の
政
治
上
の
力
を
反
映
す
る
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
。

海
南
政
典
に
お
い
て
そ
の
総
教
八
百
余
人
と
し
る
さ
れ
て
い
る
郷
士
の
制
度
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
詳
論
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

庄
屋
層
と
極
め
て
深
い
つ
な
が
り
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
諸
種
の
史
料
に
よ
っ
て
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
周
知
の
よ
う
に
、

ノ
ー
マ
ン
の
引
用
し
た
郷
士
開
基
論
に
は
『
往
古
は
郷
士
よ
り
庄
屋
に
被
召
出
、
庄
屋
よ
り
郷
士
に
成
替
り
、
雙
方
別
家
相
立
、
或
は
郷

士
附
属
を
以
当
役
勤
申
者
共
も
有
之
、
離
合
交
々
相
見
申
候
』
と
あ
り
（
大
窪
慇
二
訳
「
日
本
の
兵
士
と
農
民
」
九
四
頁
）
、
ま
た
、

録
に
よ
れ
ば
、

を
免
ぜ
ら
る
』
と
あ
り
（
平
尾
道
雄
「
土
佐
藩
郷
士
記
録
」
二
七
0
頁）、

推
定
し
得
る
の
で
あ
る
。
土
佐
藩
に
お
け
る
庄
屋
層
の
名
望
家
的
行
政
の
伝
統
に
つ
い
て
、
郷
士
層
の
意
義
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。海

南
政
典
•
海
南
律
例
の
研
究

E•H. 

横
山
左
平
太
支
配
郷
士
、
地
下
作
配
不
行
届
、
職
領
没
収
及
び
兼
務
庄
屋
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香
我
美
郡
局
旗
中
白
上
下
黒

土
佐
吾
川
長
岡
郡
局
旗
中
白
上
下
黄

海
南
政
典
•
海
南
律
例
の
研
究

平
尾
道
雄
氏
の
「
土
佐
藩
郷
士
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
家
士
と
郷
士
の
争
が
膜
々
認
め
ら
れ
、
郷
士
層
が
強
い
団
結
を
結
成
し
得
た
こ
と
、

藩
が
こ
の
団
結
＇
~
抵
抗
を
お
し
き
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
む
し
ろ
事
実
上
譲
歩
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
郷
士
層
の
強
力
な
団
結
を
庄
屋
層
の
名
望
家
的
行
政
の
前
提
と
し
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
も
、
明
治
維
新
後
に
は
、
却
っ
て
、
郷
士
層
が
自
由
民
権
運
動
に
反
対
す
る
態
度
を
持
し
、
そ
の
運
動
に
参
加
す
る
こ
と
を
頑
強

た
だ
し
、
藩
体
制
に
お
い
て
も
、
郷
士
層
が
最
も
活
用
さ
れ
た
の
は
、
兵
制
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

海
南
政
典
第
六
篇
戸
籍
に
は
、
兵
制
と
し
て
、
民
兵
制
に
関
す
る
規
定
、
十
二
条
を
定
め
て
い
る
。
そ
れ
を
左
に
示
す
。

（
第
一
条
）

（
第
二
条
）

（
第
三
条
）

一
凡
五
人
為
伍
有
伍
長
二
十
五
人
為
隊
有
隊
長
百
人
為
大
隊
有
大
隊
長
二
千
人
為
軍
郡
奉
行
将
之

一
凡
操
練
月
二
次
会
於
郡
局
則
於
教
場
整
隊
列
伍
郡
奉
行
親
閲
之
毎
歳
終
賞
罰
有
法
五
年
一
大
閲

公
親
笹
之
郡
奉
行
各
督
軍
来
会
毎
軍
以
精
練
民
兵
五
百
人
為
限

（
第
四
条
）

一
凡
郡
局
所
用
旗

安
喜
郡
局
中
白
上
下
浅
碧

一
凡
郡
奉
行
局
所
督
民
兵
以
二
千
人
為
軍
通
五
局
一
万
人

本
の
政
党
活
動
の
特
殊
性
を
示
唆
す
る
も
の
、
と
い
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

に
拒
否
し
た
と
い
う
事
実
（
平
尾
道
雄
氏
前
掲
書
一
七
四
頁
）
は
、
維
新
後
に
お
け
る
地
方
自
治
制
の
官
治
的
性
格
の
強
化
を
象
徴
し
、

信

日
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（
第
八
条
）

（
第
六
条
）

笛

一
凡
大
烙
小
銃
皆
用
洋
法

高
岡
郡
局
旗
中
白
上
下
紅

幡
多
郡
局
旗
中
白
上
下
淡
紫

（
第
五
条
）

（
第
七
条
）

一
凡
郷
士
別
有
騎
隊
鱈
繹
屹
蒻
月
二
次
会
於
郡
局
而
馬
聴
其
自
給
如
不
能
給
者
聴
其
請
於
官
借
之

一
凡
編
入
兵
籍
者
始
於
齢
十
七
歳
至
五
十
歳
則
除
籍
屈
立
字
空
木
及
十
七
歳
艦
幹
長
大
於
齢
者
雖
過
五
十
歳
伎
芸
胆
力
精
健
不

衰
者
臨
時
別
議
聾
譴
麟
環
言

一
凡
民
兵
毎
会
教
場
許
侃
刀
自
入
兵
籍
経
五
年
者
巴
尉
門
鸞
臨
場
百
回
発
砲
ヂ
計
則
許
其
常
日
侃
刀

一
凡
伍
長
以
民
兵
補
許
常
日
侃
刀
隊
長
亦
以
民
兵
補
許
称
氏
侃
刀
大
隊
長
以
郷
士
補
如
有
民
兵
胆
力
兼
人
伎
芸
超
衆
者
特
抜

擢
以
補
此
許
朝
見

（
第
九
条
）

（
第
十
条
）

一
凡
許
常
日
侃
刀
及
称
氏
侃
刀
者
除
兵
籍
則
勿
許
之
唯
許
朝
見
者
雖
除
兵
籍
尚
許
称
氏
侃
刀
以
終
其
身
而
不
復
許
朝
見
也

（
第
十
一
条
）

（
第
十
二
条
）

一
凡
大
焙
則
官
鋳
造
而
給
之
小
銃
則
聴
其
自
給
如
不
能
給
者
聴
其
請
於
官
借
之
闘
霞
翌
麟

一
凡
官
馬
派
邑
其
法
等
計
馬
価
及
周
歳
所
養
料
以
派
閾
国
田
鋳
暉
虹
匹
謬
狂
麟
年
寺
戸
口
歳
終
納
於
郡
局
毎
局
購
馬
数
十
疋

命
帝
近
民
養
之
給
料
有
法

す
な
わ
ち
、
右
条
文
に
よ
れ
ば
、
民
兵
の
統
率
者
ー
~
大
隊
長
と
し
て
郷
士
が
補
任
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
郷
士
層
が
民
兵
軍
の

指
導
的
役
割
を
果
し
た
こ
と
を
認
め
得
る
。
郷
士
が
軍
事
制
度
ー
民
兵
制
に
お
け
る
指
導
者
と
し
て
の
役
割
を
果
す
こ
と
を
積
極
的
に

促
進
し
て
い
る
。
藩
体
制
の
官
僚
制
化
と
い
う
場
合
に
、

海
南
政
典
•
海
南
律
例
の
研
究

と
く
に
軍
事
制
度
の
部
面
に
お
い
て
積
極
的
に
郷
士
層
を
活
用
し
た
と
い
う
こ
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海
南
政
典
•
海
南
律
例
の
研
究

し
か
も
、
他
方
、
注
意
す
べ
き
は
、
民
兵
に
対
し
兵
籍
編
入
後
満
十
年
に
及
べ
ば
そ
の
勤
怠
を
調
査
し
て
郷
士
株
取
の
資
格
を
与
え
た

と
い
う
点
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
平
尾
道
雄
氏
は
、
福
岡
家
記
録
安
政
二
年
八
月
十
九
日
の
『
郷
士
職
之
者
武
事
専
務
之
事
に
候
。

他
譲
受
被
差
明
候
以
来
、
武
之
一
芸
を
不
相
嗜
者
と
て
も
、
身
代
宜
百
姓
に
御
座
候
得
は
新
に
郷
士
に
相
成
、

且
致
他
譲
候
者
も
根
元
貧

窮
よ
り
之
儀
に
付
、
浪
人
相
立
候
て
も
押
立
候
武
役
難
相
立
双
方
不
用
之
戸
数
増
に
相
成
候
。
依
て
此
度
御
詮
議
之
上
、
向
後
民
兵
編
入

之
後
、
仮
令
其
身
売
業
に
携
り
候
者
た
り
と
も
、
右
編
入
よ
り
十
ヶ
年
以
上
出
精
芸
能
碇
と
相
調
候
者
に
限
り
、
郷
士
他
譲
受
被
差
明
之

旨
、
御
目
付
中
よ
り
御
預
郷
士
へ
可
相
触
段
申
来
候
由
、
取
次
方
よ
り
之
触
状
当
月
五
日
廻
木
り
今
日
及
触
達
。
委
細
郷
士
牒
に
詳
也
。
』

（
「
土
佐
藩
郷
士
記
録
」
二
七
頁
）
。

僚
制
化
を
通
じ
て
の
封
建
的
階
級
制
度
の
否
定
と
い
う
途
で
あ
る
、

こ
の
方
針
は
、
海
南
政
典
の
兵
制
に
も
受
け
つ
が
れ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
民
兵
が
と
く
に
抜
擢
さ
れ
て
大
隊
長
に
補
任
さ
れ
得
る
と
の
規
定
は
、
そ
れ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
民
兵
を
郷
士

に
ひ
き
あ
げ
る
と
い
う
途
を
開
い
た
こ
と
は
、
究
極
的
に
は
格
式
制
度
の
否
定
に
至
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、

一
般
民
衆
を
特
定
の
身
分
（
し
か
も
、
そ
れ
は
封
禄
を
伴
う
よ
う
な
封
建
的
身
分
で
は
な
く
し
て
、
称
氏
・
倶
刀
と
い
う
よ
う
な
名
誉
の

み
を
伴
う
身
分
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
官
僚
的
身
分
に
近
い
）
に
ひ
き
あ
げ
る
と
い
う
方
向
か
ら
す
る
改
革
な
の
で
あ
る
か
ら
、

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
あ
く

や
は
り
、
官

周
知
の
よ
う
に
、
幕
末
に
は
、
幕
府
側
で
も
諸
藩
側
で
も
、
近
代
的
軍
事
制
度
に
関
す
る
先
駆
的
構
想
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
、

E
•
H
•

ノ
ー
マ
ン
の
「
日
本
の
兵
士
と
農
民
」
に
詳
論
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
幕
府
側
の
構
想
で
は
、
た
と
え
ば

御
目
付
木
村
政
蔵
の
意
見
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
農
民
を
武
装
し
訓
練
す
る
こ
と
は
、
地
頭
之
申
付
を
相
い
用
い
ざ
る
よ
う
に
成
り
行
き
、

大
害
を
生
ず
る
と
い
う
結
果
に
な
る
と
し
て
、
深
く
憂
慮
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

ま
で
も
、

と
い
う
記
録
を
紹
介
さ
れ
て
い
る

と
は
、
重
要
な
意
義
を
有
す
る
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

倖）

や
む
を
え
ざ
る
措
置
と
し
て
民
兵
制
を
採
用
す

一四
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て、

浪
人
的
要
素
の
力
が
強
く
、

笛
こ
れ
が
町
人
、

富
農
、
逃
散
農
民
を
率
い
た
、
と
指
摘
し
て
い
る

一五

（
前
掲
書
四
七
）
。
民
兵
の
エ
ネ
ル

る
湯
合
に
は
、
代
官
を
中
心
と
し
て
組
織
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
現
状
維
持
の
た
め
の
手
段
と
い
う
意
味
に
お
い
て

の
み
民
兵
制
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
幕
府
に
特
別
の
忠
義
を
示
し
た
者
に
は
帯
刀
の
特
権
を
も
っ
て
賞
す
る
こ
と
が
あ
る
と

す
る
が
、
海
南
政
典
の
よ
う
に
、
軍
事
制
度
に
お
け
る
昇
進
の
体
系
と
し
て
、
民
兵
を
郷
士
身
分
に
ひ
き
あ
げ
る
と
い
っ
た
考
え
方
は
存

し
な
い
。
海
南
政
典
で
は
、
伎
芸
胆
力
精
健
不
衰
と
い
う
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
大
隊
長
へ
の
抜
擢
も
、
民
兵
の
胆
力
兼
人
伎
芸
超
衆
と
い

う
こ
と
1

民
兵
個
人
の
能
力
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
御
目
付
木
村
政
蔵
の
意
見
で
は
、
幕
府
へ
の
忠
義
と
い
う
こ
と
が
根
本

で
あ
る
。
両
者
の
方
針
の
間
に
は
へ
は
な
は
だ
し
い
開
き
が
あ
る
、
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
民
兵
制
に
関
す
る
幕
府
側
の
構
想
に
は
、

軍
事
制
度
の
近
代
化
1

官
僚
制
的
軍
事
制
度
へ
の
配
慮
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
た
と
え
ば
、
長
州
藩

の
民
兵
制
は
、
奇
兵
隊
の
編
成
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
民
兵
の
革
新
的
力
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ノ
ー
マ
ン
は
、
奇
兵
隊
に
つ
い

ギ
ー
を
幕
府
は
現
状
維
持
の
た
め
に
消
極
的
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
長
州
藩
は
討
幕
の
た
め
に
積
極
的
に
利
用
し
た
の
で
あ

る
。
奇
兵
隊
の
編
成
に
は
、
こ
の
よ
う
な
権
力
政
策
的
関
心
に
も
と
づ
く
用
兵
の
意
義
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
討
幕
に
必
要
な
か

ぎ
り
に
お
い
て
の
み
、
奇
兵
隊
の
反
封
建
性
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

ノ
ー
マ
ン
は
「
奇
兵
隊
は
あ
る
程
度
ま
で
革
命

的
か
つ
反
幕
府
的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
他
面
、
そ
の
幹
部
の
大
部
分
は
、
お
そ
ら
く
大
村
を
例
外
と
し
て
、
封

建
的
社
会
秩
序
を
こ
え
て
先
を
見
て
い
な
か
っ
た
。
か
れ
ら
は
何
よ
り
も
ま
ず
戦
略
家
で
あ
り
愛
国
者
で
あ
っ
て
、
幕
府
打
倒
の
闘
争
に

没
頭
し
て
い
た
。
農
民
解
放
に
関
心
を
も
つ
社
会
改
革
者
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
か
れ
ら
は
封
建
的
見
地
か
ら
逃
亡
農
民
が
奇

兵
隊
へ
自
由
に
無
制
限
に
入
り
こ
む
運
動
ー
|
幕
府
、
長
州
の
別
な
く
封
建
制
の
基
礎
を
脅
か
す
運
動
ー
~
に
プ
レ
ー
キ
を
か
け
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
時
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
農
民
解
放
を
目
指
す
運
動
を
阻
止
す
る
傾
向
は
、
奇
兵
隊
の
内
部
に
衝
突
を
ひ
き
起
し
た
。

海
南
政
典
•
海
南
律
例
の
研
究
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、
、
、

明
治
政
府
の
政
策
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
奇
兵
隊
の
幹
部
は
人
民
の
運
動
を
上
か
ら
統
制
し
、
そ
れ
が
手
に
負
え
な
く
な
り
、
下
か

ら
推
進
さ
れ
指
導
さ
れ
る
大
衆
運
動
に
成
長
す
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
奇
兵
隊
の
幹
部
は
時
と
と
も
に
一
般
兵

士
の
反
封
建
的
傾
向
を
阻
止
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
」
と
の
べ
て
い
る
（
前
掲
害
五
四
頁
以
下
）
。

関
心
か
ら
す
る
民
兵
制
の
編
成
と
い
う
性
格
は
明
白
で
あ
り
、

そ
の
反
封
建
性
も
、
討
幕
運
動
に
利
用
し
得
る
と
い
う
方
針
に
即
し
て
の

反
封
建
性
の
肯
定
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
海
南
政
典
の
規
定
す
る
民
兵
制
は
、
漸
進
的
改
革
で
は
あ
る
が
、
そ
の
昇
進
の
体

系
が
封
建
的
身
分
と
は
異
る
と
こ
ろ
の
官
僚
的
身
分
に
も
と
づ
く
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
軍
事
制
度
の
官
僚
制

化
と
い
う
確
乎
た
る
目
標
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
単
な
る
権
力
関
心
に
も
と
づ
く
利
用
と
い
う
意
味
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

討
幕
の
手
段
と
し
て
の
封
建
的
軍
事
制
度
の
否
定
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
海
南
政
典
の
兵
制
が
軍
事
制
度
の
官
僚
制

化
を
企
図
す
る
民
兵
制
で
あ
る
と
い
う
点
に
、
海
南
政
典
の
兵
制
に
関
す
る
構
想
の
独
自
性
が
あ
る
、
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

海
南
政
典
第
六
篇
戸
籍
に
は
、
既
に
戸
籍
の
雛
形
を
か
か
げ
て
い
る
。
町
村
自
治
制
に
お
い
て
も
、
兵
制
に
お
い
て
も
、
戸
籍
編
成
が

そ
の
最
も
重
要
な
基
底
で
あ
る
こ
と
を
洞
察
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
兵
制
に
は
、
年
齢
十
七
歳
よ
り
五
十
歳
ま
で
の
も
の
を
兵
籍
に
編
入

す
る
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
兵
籍
の
存
在
は
、

民
兵
制
と
戸
籍
編
成
と
の
密
接
な
関
連
を
把
握
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
坊
正
・
里
正
の
聯
絡
之
政
は
、
左
に
引
用
す
る
ご
と
き
月
朔
申

状
式
と
し
て
各
条
文
に
類
型
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
い
ず
れ
の
条
文
も
戸
籍
の
編
成
を
根
拠
と
す
る
が
、
逆
に
い
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
体

系
に
こ
そ
、
む
し
ろ
、
絶
対
主
義
的
統
治
の
底
辺
工
作
た
る
べ
き
意
義
を
に
な
う
戸
籍
編
成
の
性
格
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

月
朔
申
状
式

国

い
う
ま
で
も
な
く
、
統
一
的
に
し
て
合
理
的
な
戸
籍
の
編
成
を
前
提
と
す
る
。

奇
兵
隊
に
つ
い
て
、
権
力
政
策
的

一
六
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（
第
九
条
）

一
某
甲
生
者
若
干
人
死
者
若
千
人
疾
者
若
干
人

海
南
政
典
•
海
南
律
例
の
研
究

因
何
生
理
来
或
態
某
請
来
等
皆
注

倖）

（
第
八
条
）

一
因
何
生
理
如
佗
州
者
若
干
人
某
保
某
甲
籍
某
人
出
入
来
法
皆
注

（
第
六
条
）
一
移
居
若
改
生
業
者
若
干
人
某
保
某
甲
籍
某
人

鰊
寡
孤
独
或
患
廃
或
有
老
親
幼
児
等
皆
注

（
第
四
条
）

某
坊
正
某
所
管
申
状

（
第
一
条
）

（
第
二
条
）

（
第
三
条
）

（
第
五
条
）

（
第
七
条
）

一
争
訟
若
干
条

某
保
某
甲
籍
某
人

某
保
某
甲
籍
某
人

一
貧
宴
不
得
生
理
者
若
干
人
某
保
某
甲
籍
某
人

一
散
銭
穀
賑
憔
者
若
干
人
某
保
某
籍
某
人

賤
売
米
殻
或
減
息
貸
貨
本
等
皆
注

一
励
精
治
生
業
者
若
干
人
某
保
某
甲
籍
某
人

従
某
坊
某
邑
来
或
改
某
業
為
某
業
等
皆
注

一
他
州
人
留
客
舎
者
若
干
人
某
州
某
郡
人

甲
長
若
保
正
見
今
所
訓
諭
或
経
訓
諭
止
訟
等
皆
注

一
争
訟
若
干
条

経
坊
正
裁
決
止
訟
或
裁
決
未
終
或
既
申
本
局
等
皆
注

一七
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日

海
南
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南
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右
の
月
朔
申
状
式
は
、
某
里
正
某
所
管
申
状
と
し
て
坊
正
と
同
様
里
正
に
も
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
式
は
、
坊
正
の
文
字
を
里

正
の
文
字
に
か
え
る
ほ
か
異
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
右
式
の
第
六
条
。
第
七
条
•
第
八
条
に
は
、
庶
民
の
土
地
緊
縛
の
主
義
ー
i

—
地
着
の
観

念
が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
宗
門
人
別
帳
よ
り
の
系
譜
に
も
と
づ
く
戸
籍
で
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
第
九

条
に
は
、
正
確
な
人
口
調
査
と
い
う
目
標
を
志
向
す
る
も
の
が
あ
り
、
あ
る
種
の
人
別
帳
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
領
主
の
特
定
の
要
求
に

応
じ
て
特
定
の
年
齢
の
人
間
層
を
把
握
せ
ん
と
す
る
と
い
う
段
階
を
こ
え
る
も
の
が
あ
る
。
勿
論
、
国
勢
調
査
的
な
人
別
帳
は
、
幕
府
が

享
保
六
年
以
来
試
み
た
政
策
に
も
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
右
第
九
条
は
、
そ
の
よ
う
な
国
勢
調
査
的
な
人
別
帳
の
系
譜
を
う
け
つ
い
だ
も
の

で
あ
る
。
右
第
三
条
第
四
条
に
は
、
福
祉
行
政
の
手
段
た
る
意
義
を
示
唆
す
る
も
の
が
あ
り
、
明
治
二
年
三
月
に
出
さ
れ
た
戸
籍
に
関
す

る
布
令
中
に
『
戸
籍
者
治
道
之
基
ニ
シ
テ
、
凡
一
日
之
御
政
事
是
ョ
リ
不
生
ル
ハ
無
ク
、
戸
籍
不
明
二
候
テ
ハ
教
化
仁
憔
之
道
モ
不
相
立
、

誠
二
以
テ
緊
要
之
事
二
候
』
と
あ
る
教
化
仁
憧
之
道
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
相
い
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
第
五
条
の
規
定
は
、

戸
籍
を
通
じ
て
励
精
治
生
業
者
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
藩
体
制
の
側
か
ら
す
る
経
済
の
育
成
と
い
う
絶
対
主
義
的
政
策
の
片
鱗

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
要
す
る
に
、
月
朔
申
状
式
に
お
い
て
、
戸
籍
編
成
に
、
旧
来
の
宗
門
人
別
帳
に
加
う
る
に
絶
対
主
義
的
行
政

の
手
段
た
る
意
義
が
附
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
看
取
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
海
南
政
典
の
か
か
げ
る
戸
籍
の
雛
形
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

保
甲
冊
式
翡
邪

某
坊
正
所
管
保
甲
冊

某
甲
起
至
某
甲
止
若
干
甲

笛

~ 

J¥ 

212 



某
保
某
甲

匡

軽
格
以
至
定
小
者
共
若
干
戸
若
干
ロ

以
外

某
保
起
至
某
保
止
若
干
保
共
若
干
戸

坊
老
某
起
至
坊
正
某
止
共
若
干
戸

閾
坊
人
数
若
干
ロ

男
若
干
口
益
懇
翌
彗
詞

女
若
干
ロ
サ
翠
懇
翌
鱈
峠

僕
若
干
ロ
サ
翠
聾
乾
蒻
詞

婢
若
干
ロ
サ
翡
翌
碑
認

僕
佗
州
人
若
干
ロ
サ
翠
懇
翌
蒻
認

婢
佗
州
人
若
干
口
同
前

本
坊
保
甲
外

士
格
若
干
戸
若
干
口

寺
社
共
若
干
座
僧
祝
若
干
口

某
保
某
甲
各
家
聯
冊
式

保
正
某
人
年
若
干
歳
某
生
理
鈴
印

海
南
政
典
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南
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例
の
研
究
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婦
某
某
女
年
若
干
歳

次
男
某
年
若
干
歳
墾
誌
血
琴
芸
靡
認

f

此

女
某
年
若
干
歳
嗅
謡
冦
謬

幼
男
年
若
干
歳
芸
麟
或

幼
女
年
若
干
歳
同
前

孫
男
某
年
若
干
歳

孫
女
某
年
若
干
歳

僕
某
某
処
人
年
若
干
歳

婢
某
某
処
人
年
若
干
歳

同
居
某
人
年
若
干
歳
某
生
理
鈴
印

妻
某
某
女
年
若
干
歳

男
某
年
若
千
歳

女
某
年
若
干
歳

香
火
院
某
派
僧
署
名
鈴
印

甲
長
某
其
式
同
保
正

海
南
政
典
•
海
南
律
例
の
研
究
苗

妻
某
某
女
年
若
干
歳

男
某
歳
若
千
歳

二
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⇔ 
坊
老
某
其
式
同
保
正

坊
正
某
其
式
同
保
正

一
凡
禁
人
戸
奉
西
洋
邪
蘇
之
教
故
使
各
戸
推
尊
釈
氏
定
為
香
火
院
毎
祖
先
忌
辰
延
院
主
読
仏
経
官
毎
歳
一
次
歴
拾
戸
籍
使
香
火
院
主
徴
為

其
檀
越
歳
六
月
会
諸
派
僧
千
市
局
乃
署
名
鈴
印
於
保
甲
冊
詑
官
等
其
所
督
人
口
録
為
冊
送
致
集
録
局

一
凡
人
戸
雇
婢
僕
者
当
檜
原
籍
某
処
人
及
其
香
火
院
某
派
更
偕
人
為
保

某
里
正
所
管
保
甲
冊

某
甲
起
至
某
甲
止
若
干
甲

某
保
起
至
某
保
止
若
干
保
共
若
干
戸

里
老
某
起
至
里
正
某
止
共
若
干
戸

閾
邑
人
数
若
干
口

男
若
守
口
蒜
翌
誌
認

女
若
干
ロ
サ
醤
翌
聾
贔

僕
若
干
ロ
サ
翡
翌
彗
認

婢
若
干
口
誌
醤
翌
彗
贔

海
南
政
典
•
海
南
律
例
の
研
究

冊
尾

甲
長
所
管
五
家
其
式
亦
同
保
正

保
甲
冊
式
四
渭

伺
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幼
女
年
若
干
歳
同
前

海
南
政
典
•
海
南
律
例
の
研
究

本
邑
保
甲
外

士
格
若
干
戸
若
干
ロ

寺
社
共
若
干
座
僧
祝
共
若
干
ロ

某
保
某
甲
各
家
聯
冊
式

保
正
某
人
年
若
干
歳
某
生
理
鈴
印

妻
某
某
女
年
若
干
歳

男
某
歳
若
干
歳

婦
某
某
女
年
若
干
歳

次
男
某
年
若
干
歳
聾
鯉
麟
翡
譴
江
蘊
能

女
某
年
若
干
歳
翌
醒
豆
謬

幼
男
年
若
干
歳
桓
鴫
言

某
保
某
甲

軽
格
以
至
定
小
者
共
若
干
戸
若
干
ロ

婢
佗
州
人
若
干
口
同
前

僕
佗
州
人
若
干
口
丑
写
翌
翌
峠
認

以
外

匡
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冊
尾

孫
男
某
年
若
干
歳

孫
女
某
年
若
干
歳

僕
某
某
処
人
年
若
干
歳

婢
某
某
処
人
年
若
干
歳

同
居
某
人
年
若
干
歳
生
理
鈴
印

妻
某
某
女
年
若
干
歳

男
某
年
若
干
歳

女
某
年
若
干
歳

香
火
院
某
派
僧
署
名
鈴
印

甲
長
某
其
式
同
保
正

甲
長
所
管
五
家
其
式
亦
同
保
正

里
正
某
其
式
同
保
正

里
正
某
其
式
同
保
正

笛

一
凡
禁
人
戸
奉
西
洋
耶
蘇
之
教
故
使
各
戸
推
尊
釈
氏
定
為
香
火
院
毎
祖
先
忌
辰
延
院
主
読
仏
経
官
毎
歳
一
次
歴
檜
戸
籍
使
香
火
院
主
徴
為

其
檀
越
歳
六
月
郡
奉
行
遣
下
役
会
諸
派
僧
干
各
邑
刀
検
其
署
名
鈴
印
於
保
甲
冊
詑
官
等
其
所
督
人
口
録
為
冊
送
致
集
録
局

一
凡
人
戸
雇
婢
僕
者
当
檜
原
籍
某
処
人
及
其
香
火
院
某
派
更
偕
人
為
保

海
南
政
典
•
海
南
律
例
の
研
究
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右
の
日
⇔
の
保
甲
冊
式
が
と
も
に
、
『
士
格
若
千
戸
若
干
口
』

『
軽
格
以
至
定
小
者
共
若
干
戸
若
干
口
』

『
寺
社
共
若
干
座
僧
祝
若
干
口
.
』

海
南
政
典
•
海
南
例
律
の
研
究

日
が
町
民
に
対
す
る
、
⇔
が
農
民
に
対
す
る
戸
籍
の
雛
形
で
あ
り
、
全
く
同
一
の
形
式
で
あ
る
。
保
甲
冊
式
に
『
兼
禁
邪
蘇
教
』
と
注

し
て
お
り
、
末
尾
の
条
文
に
『
禁
人
戸
奉
西
洋
耶
蘇
之
教
』
と
あ
る
に
よ
り
、
右
の
戸
籍
雛
形
が
宗
門
改
帳
の
性
格
を
と
ど
め
て
い
る
こ

と
は
、
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
新
し
い
戸
籍
法
へ
の
発
展
の
萌
芽
と
み
な
さ
れ
る
も
の
が
認
め
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

と
し
て
、
庶
民
を
対
象
と
す
る
戸
籍
以
外
に
、
特
別
身
分
の
士
格
・
軽
格
（
以
至
定
小
者
）
・
寺
社
僧
祝
を
対
象
と
す
る
戸
籍
編
成
の
方
針

を
示
し
て
い
る
と
い
う
点
に
、
注
目
す
る
を
要
す
る
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
、
京
都
戸
籍
仕
法
に
お
い
て
、

一
般
庶
民
を
対
象
と
し
た
市

中
・
郡
中
戸
籍
仕
法
と
な
ら
ん
で
特
別
身
分
の
士
族
卒
お
よ
び
社
人
僧
侶
を
対
象
と
し
た
士
籍
法
・
卒
籍
法
・
社
寺
籍
法
を
存
し
た
と
い

う
そ
の
体
系
と
、
相
い
通
ず
る
体
系
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
京
都
戸
籍
仕
法
に
み
ら
れ
る
右
の
体
系
と
明
治
四
年
戸
籍
法
の
そ
れ
と

を
比
較
さ
れ
た
福
島
正
夫
氏
は
「
戸
籍
編
製
の
基
本
原
理
と
し
て
、
戸
籍
法
は
『
臣
民
一
般
ノ
戸
籍
』
す
な
わ
ち
、
統
一
戸
籍
の
主
義
を

と
る
。
こ
れ
は
、
京
都
戸
籍
仕
法
が
士
族
、
卒
、
社
寺
お
よ
び
町
人
、
百
姓
と
族
属
を
分
け
た
多
元
的
戸
籍
の
主
義
を
と
る
の
に
対
す
る
。

こ
れ
が
法
令
自
体
に
も
単
一
と
複
多
の
対
立
に
あ
ら
わ
れ
る
。
」
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
（
福
島
正
夫
編
「
戸
籍
制
度
と
『
家
』
制
度
」
一
五
二
頁
）
。

し
か
し
、
多
元
的
戸
籍
の
主
義
で
あ
｀
っ
て
も
、
特
別
身
分
の
も
の
を
も
庶
民
と
同
様
、
戸
籍
編
成
の
対
象
と
み
る
と
い
う
そ
の
観
点
に
つ

い
て
は
、
革
新
的
な
戸
籍
編
成
の
主
義
を
蔵
し
て
い
る
、
と
み
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
京
都
戸
籍
仕
法
の
多
元
的
戸

籍
の
主
義
は
、
あ
く
ま
で
も
、
戸
籍
法
に
認
め
ら
れ
る
統
一
戸
籍
の
主
義
へ
と
発
展
す
る
多
元
的
戸
籍
の
主
義
で
あ
っ
て
、
統
一
戸
籍
の

主
義
に
離
反
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
海
南
政
典
の
戸
籍
雛
形
に
、
か
か
る
意
味
の
京
都
戸
籍
仕
法
の
多
元
的
戸
籍
の
主
義
の
源

流
と
も
目
す
べ
き
も
の
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

戸
籍
編
成
の
最
低
単
位
は
甲
で
あ
る
。
市
中
は
坊
正
、
郡
中
は
里
正
が
ま
と
め
て
一
冊
と
す
る
。
戸
籍
事
務
に
つ
い
て
は
、
坊
老
・
坊

笛

ニ
四
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筆
頭
者
の
生
理
す
な
わ
ち
職
業
を
記
載
し
鈴
印
す
る
。

筆
頭
者
と
の
続
柄
を
記
す

る
。
同
戸
列
次
の
順
序
は
、
京
都
戸
籍
仕
法
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
末
尾
に
香
火
院
某
派
僧
の
署
名
鈴
印
を
し
る
す
。
次
男
次
女
の
項
に

『
同
居
某
人
年
若
干
歳
生
理
鈴
印
』
と
あ
る
の
は
、
入
寄
留
の
規

定
と
み
な
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
田
中
彰
氏
が
文
政
八
年
の
周
防
国
佐
波
郡
戸
籍
に
認
め
ら
れ
た
戸
籍
に
関
す
る
先
駆
的
構
想
（
「
明
治
政
権

初
期
政
策
の
原
型
」
ー
「
日
本
歴
史
」
第
八
三
号
）
と
同
様
の
趣
旨
を
、
海
南
政
典
の
戸
籍
雛
形
に
も
ま
た
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

右
戸
籍
雛
形
の
幼
男
幼
女
の
項
に
『
已
種
痘
或
未
種
痘
』
と
注
し
、
種
痘
を
す
ま
し
た
こ
と
未
だ
す
ま
し
て
い
な
い
こ
と
を
し
る
す
と

し
ゅ
9

』.'

な
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
は
、
明
治
七
年
山
梨
県
戸
籍
雛
形
の
戸
籍
編
製
法
第
一

1

一
条
第
二
十
四
項
に
『
種
痘
を
な
し

う
え
ほ
う
そ
う

て
ん
ね
ん
9

』.＇

た
る
者
は
名
前
の
上
に
朱
の
丸
点
を
付
け
天
然
痘
の
者
は
墨
の
丸
点
を
記
す
べ
し
』
と
あ
る
条
文
が
、
存
す
る
の
で
あ
る
。

海
南
政
典
•
海
南
律
例
の
研
究
筈

『
見
在
某
処
生
理
』
と
注
し
て
い
る
の
は
、
出
寄
留
の
規
定
で
あ
り
、

戸
籍
の
記
載
に
つ
い
て
は
、

正
・
里
老
・
里
正
・
保
正
・
甲
長
い
ず
れ
も
そ
の
責
を
負
う
。

二
五

ま
た
人
名
、
年
齢
、

〔
未
完
〕
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